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　岡山国際交流センターは、平成７年６月にオープンし、今年で開設３０周年を迎えました。
　この間、多くの県民、関係者の皆様に支えられ、国際交流、国際理解、国際貢献、多文化共生など様々な国際分野
における地域の活動拠点としての機能を果たしてまいりました。
　今後とも、すべての人が暮らしやすい多文化共生社会の実現に向けて、様々な取組を進めてまいります。
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特集
岡山国際交流センター

開設30年

１９９５年（平成７年）
６月	 ●岡山国際交流センターオープン
	 ● 	オープン記念イベント「地球フォーラム」、

「世界の笑顔写真展」ほか開催
１１月	●「外国人のための無料法律相談」開始

２０００年（平成１２年）
９月	 ●岡山国際交流センター５周年記念事業

２００２年（平成１４年）
２月	 ●協会ホームページ完成
３月	 ● 	ボランティア登録制度「国際ボランティア

人材バンク」創設
９月	 ●「	おかやま地球市民フェスタ」開始（～

２００９年）

２００６年（平成１８年）
４月	 ●指定管理制度による運営開始

２０１０年（平成２２年）
	 ● 	OPIEFロゴマーク募

集・決定
	 ●「	一日ブラジル総領

事館」開始（～２０１４年）

２０１３年（平成２５年）
４月	 ●情報相談コーナーリニューアル

２０１４年（平成２６年）
４月	 ●スペースビュー導入
７月	 ● 	「岡山のＣＯＯＬ発見！」開始（～２０１９年）
１１月	● 	無線LAN、

Wi-Fiの全
館整備

２０１７年（平成２９年）
４月	 ● 	災害時多言語支援

センター設置事業
開始

６月	 ● 	サテライトシステム
整備

２０１９年（平成３１年／令和元年）
４月	 ● 	岡山県外国人相談

センター開設

２０２０年（令和２年）～
２０２１年（令和３年）
	 ● 	新型コロナウイルス

による長期休館

２０２１年（令和３年）
６月	 ● 	岡山県外国人相談センターで４者間通話

を開始

２０２２年（令和４年）
１１月	●ウクライナ語の通訳開始

２０２４年（令和６年）
４月	 ● 	地域日本語教育の総合的な体制づくり推

進事業開始
８月	 ●ロビー展示開始

センター30年の歩み

OPIEFロゴマーク

岡山のＣＯＯＬ発見！
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＊	都合により、日程等は変更する場合があります。最新情報は、下の二次元
コードを読み取り、当協会のウェブサイトをご覧ください。

ホームページ  Facebook  X（旧Twitter）  Instagram

令和7年度 一般財団法人岡山県国際交流協会

年間行事予定表
月別事業
予定月 事業名 開催予定日
6月 親子で遊ぼう	-	Family	Friendly	Event	- 6月22日（日）

8月
おかやまSDGsフェア出展
（岡山コンベンションセンター）

8月7日（木）
～8月8日（金）

子ども日本語学習サポーター研修会 8月3日（日）

9月

英語で話そう	～Let’s	speak	English～ 9月6日（土）

やさしい日本語研修会（岡山県内） 9月7日（日）

外国人のための無料法律相談in津山 9月20日（土）

10月

国際貢献NGOフェア 10月1日（水）
～10月31日（金）

岡山国際交流センター開設30周年記念講演会
（国際貢献・協力セミナー） 10月12日（日）

ワールド・エクササイズ（岡山県総合グラウンド） 10月18日（土）

11月 海外マガジンリサイクル 11月8日（土）
～11月15日（土）

12月
日本文化体験・交流会 12月（予定）

留学生と県民との交流会 12月13日（土）（予定）

R8年2月

ボランティア交流会

R8年2月（予定）
地域共生サポーター養成講座・研修会

多文化共生コミュニケーションサポーター研修会

災害救援専門ボランティア（通訳・翻訳）研修会

今年度行うその他の事業
予定月 事業名 開催予定日
毎月 英会話カフェ 毎月
未定 日本語ボランティアスキルアップ研修会 未定

※行事予定は変更となる場合があります。ご了承ください。
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事業報告
災害救援専門ボランティア（通訳・翻訳）研修会・
多文化共生コミュニケーションサポーター研修会� 令和７年２月２２日（土）

講師：金城学院大学文学部英語英米文化学科教授／法と言語学会会長／日本通訳翻訳学会評議員
� 水野�真木子氏
　午前に災害救援専門ボランティア（通訳・翻訳）研修会、午後に多文化共生コミュニケーションサポーター研修会を開催しま
した。

災害救援専門ボランティア（通訳・翻訳）研修会
　４か国３５名の参加者が集まり、「災害時外国人支援に必要な
通訳・翻訳スキル」の重要性について学びました。
　まず、岡山県県民生活部国際課から「岡山県の在留外国人の
状況と災害救援専門ボランティアに関する制度」の説明を行いま
した。
　その後、水野氏の講義では、外国人が直面する壁や、災害時
における通訳・翻訳の特徴・留意点、さらに通訳・翻訳が求めら
れる分野や具体的な場面について学びました。
　講義の後は、通訳・翻訳について得た知識を生かし、「地震の
際の情報」「避難所での集団生活」「岡山県の災害情報」について、各グループで協力しながら翻訳実践訓練を行いました。参
加者からは「様々な通訳・翻訳のスキル、特にサイトラ（Sight	Translation※）が興味深かった」「通訳・翻訳では、なるべく簡単
な単語を使う必要があると感じた」などの感想が寄せられました。
　研修会の最後に、アルファ米（山菜おこわまたはチキンライス）、カンパン、水といった非常食を試食しながら、参加者同士で交
流を深めました。
※サイトラ（Sight	Translation）とは、与えられた原稿を見ながら、その場で内容を訳すことです。

多文化共生コミュニケーションサポーター研修会
　学校や行政窓口等で通訳を担う、多文化共生コミュニケーションサポーターの研修に、２９名が参加しました。
　はじめに、コミュニティ通訳（地域で暮らす外国人と日本人の間で通訳をする人）の特徴や通訳者に必要な能力と資質につい
ての講義がありました。次に、「役所などで手続きの通訳を行う際、相談者に対して、専門用語を分かりやすい表現に言い換えま
すか」など８つの事例を挙げ、それらの対応方法を学びました。
　続いて、通訳スキルを向上させるため、シャドウィングやノートテイキングといったトレーニング方法を学び、実際に練習を行い
ました。
　最後に３つの役（保育士・保護者・通訳者）を分担し、ロールプレイを行いました。「実際に通訳を行うと、思ったように言葉が出
てこず、もどかしい気持ちになったが、もっとスキルを向上させたいと思った」という参加者の声もありました。
　参加者からは、「講師の説明はとても分かりやすく、実際に音声を使って練習ができて良かった」などの感想が寄せられました。

講師の水野 真木子氏 ベトナム語の翻訳訓練の様子

ロールプレイの様子

おかやま国際交流 2025.❻ №1594



事業報告

ボランティア体験発表：八代�美子さん（ホームステイ・ホームビジット受入家庭ボランティア）
外 国 文 化 紹 介：キム�ユニさん（外国紹介/通訳・翻訳ボランティア）
　ボランティア活動への新たな気づきの機会
と、ボランティア同士のつながりをつくることを
目的に開催し、外国人6名を含む34名が参加し
ました。
　昨年度、当協会のホームステイ・ホームビジッ
ト受入家庭ボランティアに登録している12家庭
が、マーシャル諸島共和国およびミクロネシア連
邦の子どもたちを１泊２日で受け入れました。交
流会では、ボランティアを代表して八代	美子さん
が体験談を語りました。英語を話さない地域の子
どもを受け入れたが、子ども同士はすぐに打ち解けたこと、チャットGPTを活用
しながらコミュニケーションを取ったこと、本人の希望を聞きながら食事や行き
先を決めたことなどが紹介されました。
　また、韓国語講座の講師として人気のキム	ユニさんが、韓国の伝統文化や
最新の話題について紹介し、自分の名前を韓国語で表すアクティビティも行わ
れました。
　新たにボランティアを始めたいという意欲的な参加者も多く、交流タイムも盛り上がりました。
　今後も多くの方のボランティア登録と活動へのご参加をお待ちしています。

ホームステイ体験談を披露する八代 美子さん
韓国文化を紹介する

キム ユニさん

なごやかな交流タイム

研修会「日本語教育の参照枠」� 令和７年２月２日（日）

ボランティア交流会� 令和7年2月8日（土）

講師：学習院大学文学部日本語日本文学科教授　金田�智子氏
　あまり聞きなれない方も多いかもしれません。「日本語教育の参照枠」とは、CEFR（ヨーロッパ言語
共通参照枠）を参考にした、日本語の習得段階に応じた日本語学習、教授、評価のための枠組みです。
日本語教育に関わる人々が共通の指標を参照し、連携して日本語学習支援を行うことで、日本語教育
全体の質の向上や多文化共生社会の実現につながることを目的としています。県内の日本語教室など
で地域日本語教育に関わる方や興味のある方を対象とした本研修会では、専門家を講師に迎え、その
基本的な考え方について学びました。終了後「印象に残ったのは、それぞれの学習者の『できないこと』
ではなく『できること』に注目するということ。私の教室でも取り入れていきたい」など、対面２８名、オン
ライン３２名の参加者からは熱意のこもった感想が寄せられました。
※	本研修会は文部科学省「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」を活用し、「日本語学習サポーター初期研修」と
「日本語ボランティアスキルアップ研修会」の合同企画として開催しました。

講師の金田氏

講師に聞きたいことがいっぱい！
県内各地からの参加
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い活
かつ

動
どう

をしていることが自
じ

慢
まん

です。
　２００万

まん
回
かい

再
さい

生
せい

した動
どう

画
が

もあります！ぜひ私
わたし

の活
かつ

動
どう

をSNS
でフ

ふ
ォ
ぉ

ロ
ろ

ー
ー

してください。@visitsetouchi(Facebook/
Instagram)

初
しょ
實
じつ
剣
けん
理
り
方
かた
一
いち
流
りゅう
甲
かっ
冑
ちゅう
抜
ばっ
刀
とう
術
じゅつ
・試
ため
し斬

ぎ

りのパ
ぱ
フ
ふ
ォ
ぉ
ー
ー
マ
ま
ン
ん
ス
す
神
かん
崎
ざき
	勝
まさる
さん

（場
ば
所
しょ
：フ
ふ
ラ
ら
ン
ん
ス
す
、パ
ぱ
リ
り
の日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
）

　幼
おさな

いころに、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

に触
ふ

れたことがきっかけで、日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

んだヒ
ひ

ポ
ぽ
リ
り
ッ
っ
ト
と
さん。現

げん
在
ざい

、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

員
いん

と
して瀬

せ
戸
と

内
うち

市
し

で活
かつ

躍
やく

されています。

職
しょく
人
にん
	鍔
つば
師
し
（備

び
前
ぜん
長
おさ
船
ふね
刀
とう
剣
けん

博
はく
物
ぶつ
館
かん
の刀
とう
剣
けん
の里
さと
）

岡
おか
山
やま
のS

さ む ら い

AMURAIツ
つ
ア
あ
ー
ー
の際
さい

の試
ため
し斬

ぎ
りデ

で
モ
も
ン
ん
ス
す
ト
と
レ
れ
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん

神
かん
崎
ざき
	勝
まさる
さん	ヒ

ひ
ポ
ぽ
リ
り
ッ
っ
ト
と
・レ
れ
ア
あ
さん	

瀬
せ
戸
と
内
うち
市
し
、備
び
前
ぜん
長
おさ
船
ふね
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　皆
みな

様
さま

こんにちは！ 赤
あか

磐
いわ

市
し

出
しゅっ

身
しん

の越
こし

宗
むね

ゆう子
こ

と申
もう

します。
　ス

す
ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

はバ
ば

ヤ
や
ド
ど
リ
り

ー
ー
ド
ど

県
けん

近
きん

郊
こう

の人
じん

口
こう

約
やく

8500人
にん

の
ト
と
ル
る

デ
で

シ
し

ー
ー

ジ
じ
ャ
ゃ
ス
す

村
むら

に住
す

んでいます。ス
す

ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

には26年
ねん

前
まえ

、サ
さ

ラ
ら

マ
ま

ン
ん

カ
か

市
し

で語
ご

学
がく

留
りゅう

学
がく

をし、１年
ねん

間
かん

過
す

ごしました。
サ
さ

ラ
ら

マ
ま
ン
ん

カ
か

市
し

にはス
す

ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

で最
さい

古
こ

のサ
さ

ラ
ら

マ
ま
ン
ん

カ
か

大
だい

学
がく

があ
り、語

ご
学
がく

学
がっ

校
こう

も多
おお

く、世
せ

界
かい

中
じゅう

からス
す

ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

語
ご

を学
まな

びにくる
生
せい

徒
と

がたくさんでとても楽
たの

しい留
りゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

を送
おく

りました。
　留

りゅう
学
がく

後
ご

は、学
まな

んだス
す

ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

語
ご

を生
い

かして、JICA（国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

機
き

構
こう

）日
にっ

系
けい

青
せい

年
ねん

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

として、ア
あ

ル
る

ゼ
ぜ

ン
ん

チ
ち

ン
ん

のブ
ぶ

エ
え

ノ
の
ス
す

ア
あ

イ
い
レ
れ

ス
す

で、2年
ねん

間
かん

現
げん

地
ち

の日
にっ

系
けい

人
じん

と一
いっ

緒
しょ

にお
仕
し

事
ごと

をさせていただきました。
　その後

ご
、しばらくして、岡

おか
山
やま

県
けん

JICAボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

推
すい

進
しん

員
いん

としてJICAボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

の仕
し

事
ごと

や活
かつ

動
どう

を広
こう

報
ほう

するた
め開

かい
発
はつ

教
きょう

育
いく

セ
せ
ミ
み
ナ
な

ー
ー

やワ
わ

ー
ー

ク
く
シ
し
ョ
ょ
ッ
っ
プ
ぷ

、ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

の写
しゃ

真
しん

展
てん

開
かい

催
さい

など、岡
おか

山
やま

県
けん

内
ない

の市
し

町
ちょう

村
そん

公
こう

的
てき

機
き

関
かん

や、小
しょう

中
ちゅう

高
こう

校
こう

と、東
とう

西
ざい

南
なん

北
ぼく

様
さま

々
ざま

なところへ出
で

前
まえ

授
じゅ

業
ぎょう

や出
しゅっ

張
ちょう

を
しました。多

おお
くの方

かた
と関

かか
わり合

あ
う事

こと
ができ、とても楽

たの
しく

学
まな

びの多
おお

い仕
し

事
ごと

でした。
　現

げん
在
ざい

住
す

んでいる夫
おっと

の出
しゅっ

身
しん

地
ち

であるト
と
ル
る

デ
で

シ
し

ー
ー

ジ
じ
ャ
ゃ
ス
す

村
むら

へは、今
いま

から約
やく

13年
ねん

前
まえ

に引
ひ

っ越
こ
しました。ト

と
ル
る

デ
で

シ
し

ー
ー

ジ
じ
ャ
ゃ
ス
す

はその昔
むかし

、コ
こ

ロ
ろ
ン
ん
ブ
ぶ

ス
す

が新
しん

大
たい

陸
りく

を発
はっ

見
けん

した後
のち

、新
しん

大
たい

陸
りく

の
ス
す

ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

領
りょう

とポ
ぽ

ル
る
ト
と
ガ
が

ル
る

領
りょう

を分
ぶん

割
かつ

するためのト
と
ル
る

デ
で

シ
し

ー
ー

ジ
じ

ャ
ゃ

ス
す

条
じょう

約
やく

を締
てい

結
けつ

した地
ち

として知
し

られています。条
じょう

約
やく

ミ
み
ュ
ゅ
ー
ー

ジ
じ

ア
あ

ム
む

、サ
さ

ン
ん
タ
た
ク
く
ラ
ら
ラ
ら

修
しゅう

道
どう

院
いん

など、古
ふる

い修
しゅう

道
どう

院
いん

や教
きょう

会
かい

も多
おお

く、世
せ

界
かい

から多
おお

くの方
かた

が訪
おとず

れています。村
むら

は大
おお

き
なド

ど
ゥ
ぅ
エ
え

ロ
ろ

川
がわ

のほとりにあり、週
しゅう

末
まつ

には、この河
か

畔
はん

にある
林
りん

道
どう

をジ
じ
ョ
ょ
ギ
ぎ

ン
ん
グ
ぐ
したりします。

　引
ひ

っ越
こ

し後
ご

、しばらくは翻
ほん

訳
やく

業
ぎょう

務
む

を家
いえ

で行
おこな

いながら子
こ

育
そだ

てをしていました。その後
ご

、
家
いえ

から車
くるま

で5分
ふん

ほどの地
じ

元
もと

の冷
れい

凍
とう

食
しょく

品
ひん

会
がい

社
しゃ

の輸
ゆ

出
しゅつ

部
ぶ

ス
す

タ
た
ッ
っ
フ
ふ
として仕

し
事
ごと

を始
はじ

め今
こ

年
とし

で勤
きん

務
む

10年
ねん

目
め

となります。
当
とう

時
じ

は、2歳
さい

前
まえ

だったス
す

ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

生
う

まれの息
むす

子
こ

が、もうすぐ
12歳

さい
となり、時

とき
の経

た
つのは本

ほん
当
とう

に早
はや

いものだと感
かん

じて
います。
　ス

す
ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

人
じん

はお祭
まつ

りやパ
ぱ

ー
ー

テ
て
ィ
ぃ
ー
ー

が好
す

きで、とても明
あか

るい国
こく

民
みん

性
せい

です。週
しゅう

末
まつ

になると、家
か

族
ぞく

や友
ゆう

人
じん

とベ
べ

ル
る

ム
む

ー
ー

（食
しょく

前
ぜん

酒
しゅ

）といって、昼
ちゅう

食
しょく

前
まえ

にバ
ば

ル
る

をはしごして、おつま
みとワ

わ
イ
い
ン
ん

などを食
た

べながら、会
かい

話
わ

を楽
たの

しみます。また、
誕
たん

生
じょう

日
び

会
かい

もよく行
おこな

います。こちらでは、誕
たん

生
じょう

日
び

を迎
むか

える
人
ひと

が、家
か

族
ぞく

や友
ゆう

人
じん

を招
しょう

待
たい

します。カ
か

ソ
そ
リ
り
ッ
っ
ク
く

の国
くに

でもあ
り、家

か
族
ぞく

をとても大
だい

事
じ

にする人
ひと

が多
おお

いと感
かん

じます。
　ス

す
ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

は、各
かく

地
ち

方
ほう

によって、言
げん

語
ご

、食
しょく

文
ぶん

化
か

、気
き

候
こう

も全
まった

く異
こと

なるので、週
しゅう

末
まつ

に国
こく

内
ない

旅
りょ

行
こう

をしても、海
かい

外
がい

旅
りょ

行
こう

をしているよ
うな気

き
分
ぶん

になります。
　子

こ
どもが小

ちい
さい

時
とき

やコ
こ

ロ
ろ

ナ
な

禍
か

では、家
か

族
ぞく

でよく国
こく

内
ない

のキ
き
ャ
ゃ
ン
ん

プ
ぷ

場
じょう

に行
い

きました。設
せつ

備
び

が整
ととの

っていて、プ
ぷ

ー
ー

ル
る

やレ
れ

ス
す
ト
と
ラ
ら

ン
ん

もあ
るキ

き
ャ
ゃ
ン
ん

プ
ぷ

場
じょう

がたくさんあり、安
やす

くて楽
たの

しい旅
りょこ

行
う

が可
か

能
のう

です。
　イ

い
ベ
べ

リ
り
コ
こ

生
なま

ハ
は

ム
む

、チ
ち
ョ
ょ
リ
り
ソ
そ

ー
ー

ソ
そ

ー
ー

セ
せ

ー
ー

ジ
じ

が有
ゆう

名
めい

な内
ない

陸
りく

のト
と
ル
る

デ
で

シ
し

ー
ー

ジ
じ
ャ
ゃ
ス
す

は、近
ちか

くにベ
べ

ル
る

デ
で

ホ
ほ

白
しろ

ワ
わ

イ
い
ン
ん

で有
ゆう

名
めい

なル
る

エ
え

ダ
だ

村
むら

、ド
ど
ゥ
ぅ
エ
え

ロ
ろ

川
がわ

河
こ

畔
はん

に赤
あか

ワ
わ
イ
い
ン
ん

のワ
わ
イ
い
ナ
な
リ
り
ー
ー

がた
くさんあるので、特

とく
におすすめしたい地

ち
域
いき

です！
　みなさんも機

き
会
かい

があれば、ぜひス
す

ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

へ。

　今
こん

回
かい

はパ
ぱ

ー
ー
ト
と
ナ
な

ー
ー

の出
しゅっ

身
しん

地
ち

、ス
す

ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

で仕
し

事
ごと

や子
こ

育
そだ

てに全
ぜん

力
りょく

投
とう

球
きゅう

されている
越
こし

宗
むね

ゆう子
こ

さんに岡
おか

山
やま

での思
おも

い出
で

や
ス
す

ペ
ぺ

イ
い
ン
ん

での生
せい

活
かつ

について伺
うかが

いました。

家
か

族
ぞく

写
しゃ

真
しん

：娘
むすめ

のカ
か

ソ
そ

リ
り

ッ
っ

ク
く教

きょう

会
かい

堅
けん

信
しん

式
しき

にて

キ
き

ャ
ゃ

ン
ん

プ
ぷ

で自
し

然
ぜん

を満
まん

喫
きつ

息
むす
子
こ
とジ

じ
ョ
ょ
ギ
ぎ
ン
ん
グ
ぐ
中
ちゅう
！ ド

ど
ゥ
ぅ
エ
え
ロ
ろ
河
か
畔
はん
からのト

と
ル
る
デ
で
シ
し
ー
ー
ジ
じ
ャ
ゃ
ス
す
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作
つく

ってみよう！

世
せ
界
か い
のレ

れ
シ
し
ピ
ぴ

◦ 鶏
とり

肉
にく

約
やく

900gを一
ひと

口
くち

大
だい

に切
き

り分
わ

けます
◦ア

あ
ボ
ぼ
ド
ど
マ
ま
リ
り
ネ
ね

液
えき

の材
ざい

料
りょう

　にんにく1株
かぶ

（潰
つぶ

したもの）
　白

しろ
酢
す

……………………… 大
おお

さじ6
　醤

しょう
油
ゆ

……………………… 大
おお

さじ6
　粒

つぶ
胡
こ

椒
しょう

など ………… 小
こ

さじ1 1/2
　乾

かん
燥
そう

ロ
ろ

ー
ー
リ
り
エ
え

 …………………5枚
まい

　水
みず

……………………… 1/2カ
か
ッ
っ
プ
ぷ

　（お好
この

みで黒
こく

糖
とう

少
しょう

々
しょう

、玉
たま

ねぎもおすすめ）
◦食

しょく
用
よう

油
あぶら

…… 大
おお

さじ4
◦ ジ

じ
ャ
ゃ

ガ
が

イ
い

モ
も

4
個
こ
（ 一

ひと
口
くち

大
だい

に切
き

る）

材
ざい

 料
りょう

 （2～3人
にん

分
ぶん

）

ホ
ほ
ー
ー
ム
む
ス
す
テ
て
イ
い
・ホ
ほ
ー
ー
ム
む
ビ
び
ジ
じ
ッ
っ
ト
と
受
うけ
入
いれ
家
か
庭
てい

ボ
ぼ
ラ
ら
ン
ん
テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
　山
やま
田
だ
�英
え
里
り
さん一

いっ
家
か
�ボ

ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

活
かつ

動
どう

しています！

　みなさん、マ
ま
ー
ー
シ
し
ャ
ゃ
ル
る
諸
しょ
島
とう
共
きょう
和
わ
国
こく
は知

し
っていますか？私

わたし
はホ

ほ
ー
ー
ム
む
ス
す
テ
て
イ
い
を

受
う
け入

い
れるまで知

し
りませんでした。

　ホ
ほ
ー
ー
ム
む
ス
す
テ
て
イ
い
を受

う
け入

い
れようと思

おも
った理

り
由
ゆう
は、自

じ
分
ぶん
の子

こ
どもに、世

せ
界
かい
には

多
おお
くの国

くに
が存

そん
在
ざい
し、様

さま
々
ざま
な価

か
値
ち
観
かん
を持

も
つ人
ひと
がいるということを実

じっ
感
かん
してもら

いたかったからです。
　１

いっ
泊
ぱく
２
ふつ
日
か
で11歳

さい
のア

あ
ル
る
バ
ば
ー
ー
ト
と
さんを受

う
け入

い
れることが決

き
まり、さっそく準

じゅん

備
び
が始

はじ
まりました。まず、マ

ま
ー
ー
シ
し
ャ
ゃ
ル
る
諸
しょ
島
とう
共
きょう
和
わ
国
こく
について子

こ
どもたちがいろ

いろ調
しら
べました。その中

なか
で、日

に
本
ほん
との繋

つな
がりが深

ふか
いことが分

わ
かり、親

しん
近
きん
感
かん
を

持
も
ちました。実

じっ
際
さい
、ア
あ
ル
る
バ
ば
ー
ー
ト
と
さんのお婆

ばあ
さんも日

に
本
ほん
人
じん
でした。

　ア
あ
ル
る
バ
ば
ー
ー
ト
と
さんが来

き
た時
とき
に、何

なに
をしようかいろいろ考

かんが
えましたが、結

けっき
局
ょく
、彼
かれ
が「シ

し
ョ
ょ
ッ
っ
ピ
ぴ
ン
ん
グ
ぐ
モ
も
ー
ー
ル
る
に行

い
きたい！」と言

い
っ

たので、モ
も
ー
ー
ル
る
に行

い
き、ラ

ら
ー
ー
メ
め
ン
ん
を食

た
べて、その後

あと
にゲ

げ
ー
ー
ム
む
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
に行

い
きました。マ

ま
ー
ー
シ
し
ャ
ゃ
ル
る
諸
しょ
島
とう
共
きょう
和
わ
国
こく
にはゲ

げ
ー
ー
ム
む
セ
せ

ン
ん
タ
た
ー
ー
がないので、とても喜

よろこ
んでいました。夜

よる
は花
はな
火
び
をしました。

マ
ま
ー
ー
シ
し
ャ
ゃ
ル
る
諸
しょ
島
とう
では手

て
持
も
ち花
はな
火
び
をする習

しゅう
慣
かん
がないようで、彼

かれ
は大
おお

はしゃぎしていました。
　今

こん
回
かい
のホ

ほ
ー
ー
ム
む
ス
す
テ
て
イ
い
で感

かん
じたことは、子

こ
どもが好

す
きなことは日

に
本
ほん

もマ
ま
ー
ー
シ
し
ャ
ゃ
ル
る
諸
しょ
島
とう
も同
おな
じで、言

こと
葉
ば
は通
つう
じなくてもお互

たが
い心

こころ
が通
つう
じ合

あ

うことができるということです。最
さい
終
しゅう
日
び
のお別

わか
れは非

ひ
常
じょう
にさっぱり

したもので、それもよい思
おも
い出

で
になりました。今

こん
後
ご
もいろいろな国

くに

からのホ
ほ
ー
ー
ム
む
ス
す
テ
て
イ
い
のゲ

げ
ス
す
ト
と
を積
せっ
極
きょく
的
てき
に受

う
け入

い
れたいと思

おも
います。

①マ
ま
リ
り
ネ
ね

する： 鶏
とり

肉
にく

、にんにく（全
ぜん

量
りょう

の1/4）、粒
つぶ

胡
こ

椒
しょう

、乾
かん

燥
そう

ロ
ろ

ー
ー
リ
り
エ
え

、醤
しょう

油
ゆ

、酢
す

、水
みず

をボ
ぼ

ウ
う

ル
る

に入
い

れて混
ま

ぜ合
あ

わせ、約
やく

15分
ふん

漬
つ

け込
こ

みます。
②鶏

とり
肉
にく

を焼
や
く： きれいなフ

ふ
ラ
ら
イ
い

パ
ぱ

ン
ん

に油
あぶら

を熱
ねっ

し、マ
ま
リ
り
ネ
ね
した鶏

とり
肉
にく

を片
かた

面
めん

5
分
ふん

ずつ焼
や

き、取
と

り出
だ

します。
③ジ

じ
ャ
ゃ
ガ
が

イ
い
モ
も

を 焼
や
く：同

おな
じフ

ふ
ラ
ら
イ
い

パ
ぱ

ン
ん

でジ
じ
ャ
ゃ
ガ
が

イ
い
モ
も

を5分
ふん

ほど焼
や

き、取
と

り出
だ

します。
④ア

あ
ボ
ぼ
ド
ど
マ
ま
リ
り
ネ
ね

 液
えき

を煮
に

込
こ

む：別
べつ

の鍋
なべ

に液
えき

を戻
もど

して、蓋
ふた

をして沸
ふっ

騰
とう

させ
ます。かき混

ま
ぜ、すべての材

ざい
料
りょう

がしっかりと混
ま

ざっている
ことを確

かく
認
にん

して約
やく

10分
ぷん

間
かん

煮
に

込
こ

みます。
⑤具

ぐ
材
ざい

を戻
もど

す： フ
ふ
ラ
ら
イ
い

パ
ぱ

ン
ん

に焼
や

いた鶏
とり

肉
にく

とジ
じ
ャ
ゃ
ガ
が

イ
い
モ
も

を鍋
なべ

に加
くわ

え、半
はん

分
ぶん

に
なるまで煮

に
詰
つ

めます。
⑥完

かん
　　　成

せい
：お皿

さら
に移

うつ
し、温

あたた
かいご飯

はん
と一

いっ
緒
しょ

にお召
め

し上
あ

がりください。
★ロ

ろ
ー
ー
リ
り
エ
え

の葉
は

を取
と

り除
のぞ

き、器
うつわ

に盛
も

ってご飯
はん

を添
そ

えて完
かん

成
せい

！

作
つく

 り 方
かた

ア
あ

ル
る

バ
ば

ー
ー

ト
と

さんが
大
だい

好
す

きなラ
ら

ー
ー

メ
め

ン
ん

を食
た

べました

ア
あ
ル
る
バ
ば
ー
ー
ト
と
さん（右

みぎ
から2

ふ
人
たり
目
め
）、

人
じん
生
せい
初
はつ
の路

ろ
面
めん
電
でん
車
しゃ
に乗

の
りました

しっかり下
した

味
あじ

をつける

花
はな
火
び
をした後

あと
の

自
じ
宅
たく
にて

シ
し
ン
ん

プ
ぷ

ル
る

なチ
ち

キ
き
ン
ん
ア
あ
ド
ど
ボ
ぼ

 Simple Chicken Adobo
フ
ふ
ィ
ぃ
リ
り
ピ
ぴ

ン
ん

のお袋
ふくろ

の味
あじ

と呼
よ

ばれる家
か

庭
てい

料
りょう

理
り
「チ

ち
キ
き

ン
ん

ア
あ
ド

ど
ボ
ぼ

」を紹
しょう

介
かい

します。
お酢

す
を使

つか
った食

た
べ応

ごた
えのある煮

に
物
もの

で、にんにく、ロ
ろ

ー
ー

リ
り

エ
え

、粒
つぶ

胡
こ

椒
しょう

が効
き

いたフ
ふ
ィ
ぃ
リ
り
ピ
ぴ

ン
ん

料
りょう

理
り

です♪
記
き

載
さい

の分
ぶん

量
りょう

は目
め

安
やす

です。ご家
か

庭
てい

ごとのア
あ

レ
れ

ン
ん

ジ
じ

が入
はい

るマ
ま

マ
ま

ン
ん

のお料
りょう

理
り

です。パ
ぱ

ー
ー

テ
て

ィ
ぃ

にも
G

ぐ っ ど
OOD、ぜひご自

じ
宅
たく

で作
つく

ってみてください。

よい色
いろに焼

や
け

ました～～

マ
ま

ニ
に

ラ
ら

の街
まち

並
な

み

レ
れ

シ
し

ピ
ぴ

紹
しょう

介
かい

者
しゃ

D
デ ュ ラ スULLAS 

A
ア リ ア ンRIANNE 
J
ジ ョ イ
OYさん

フ
ふ

ィ
ぃ

リ
り

ピ
ぴ

ン
ん

出
しゅっ

身
しん
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JICA寄稿

国際協力に関するご相談は岡山県JICAデスク（橋本）まで。
E-mail：jicadpd-desk-okayamaken@jica.go.jp ／電話：080-2934-8497
Facebook：https://www.facebook.com/jica.okayama

　私はJICA日系社会海外協力隊としてブラジルの
パラー州ベレンにいます。ベレンはアマゾン川の河口
の町です。アマゾン地域に日本人が移住して2029年
で100年になります。移住者たちは、日本語で医療を
受けられる病院「アマゾニア病院」、日本人高齢者施
設「厚生ホーム」を造りました。私は病院と高齢者施設
で活動しています。現在、病院内に日本語で対応する
医師は少なくなり、施設の入所者は半数がブラジル人
になりました。
　岡山発祥の点字ブロックは世界各地にあります。し
かし、秋篠宮文仁親王殿下と眞子さんがそれぞれ持参
された備前焼が、ベレンの日伯文化会館にあるのを岡
山県民で知っている人は少ないと思います。現在の日
伯文化協会会長の祖父は岡山県出身です。ブラジル

全域に各県人会があり
ます。日本からの移住が
約20年早いサンパウロ
では、毎年7月大規模
な日本祭りが開催され
ます。3日間で約20万
人が来場し、岡山県人
会のコーナーではきび
団子、祭り寿司が販売されます。

形山 千明さん

寄贈された干支の備前焼（秋篠宮文仁親王殿下から酉、眞子さんから戌）

R７年度の日本語教育について
　令和６年度から始まった文部科学省の「地域日本
語教育の総合的な体制づくり推進事業」が２年目に入
りました。その一環として、同年から始まった赤磐市の
「あかいわにほんご教室	」モデル事業もおかげさまで
２年目を迎えることができました。９月からは第２のモデ
ル地域として吉備中央町での地域日本語教室開設に
向けた「やさしい日本語勉強会&交流会」「にほんご勉
強会&交流会」「プレ教室」を予定しています。
　さらにこれまでと同様に岡山県内の日本語教育に関
わる方全員を対象とした「日本語学習サポーター初期
研修」「日本語学習サポーターオンライン交流会」「子ど
も日本語学習サポーター研修会」「日本語ボランティア
スキルアップ研修会」などの継続実施に向けて準備して
いる段階です。

　加えて今年度後半からは初の試みとなる岡山県全域
の日本語学習者を対象にした「オンライン日本語講座」
の試行を検討して
います。引き続き
令和７年度も岡山
県内の日本語学
習支援をさらに広
げていきます。

ベレンの動物園（エミリオゲオ

ルジ）のマンゴ―並木の下に

まっすぐ続く点字ブロック

2025.❻ №159 9おかやま国際交流



最新情報は、当協会
のホームペ ージや
Fa c e b o o k、X（旧
Twitter）等で随時お
知らせします。

   

ホームページ Facebook X（旧Twitter） Instagram

会員募集
一般財団法人岡山県国際交流協会では会員を募集しています。
☆会員の特典
　◦会報誌「おかやま国際交流」による国際交流情報の提供（年４回）
　◦メールマガジンの配信（月１回）
　◦協会主催事業への参加費割引（団体会員は１団体２名までを割引）
　◦入会時に記念品をプレゼント
☆年会費
　個人会員： 2,000円　　団体会員：10,000円
　賛助会員：30,000円

☆申込み・問合せ　総務課まで
　TEL:086-256-2000 ※９：00～１７：30（月～土曜日）
　E-mail：kokusai@opief.or.jp

一般財団法人 岡山県国際交流協会
　企画情報課
　　　　　☎086−256−2914（月～土　9：00～17：00）

　総務課　☎086−256−2000（月～土　9：00～17：30）
 
会議室等の予約 受付管理班 ☎086−256−2905（9：00～17：30）

［休館日］12月29日～1月3日及び臨時休館日（ただし日曜日は貸室業務以外休み）

■編集・発行
〒700−0026 岡山市北区奉還町2−2−1
岡山国際交流センター内 一般財団法人 岡山県国際交流協会

086−256−2000（月～土　9：00～17：30）
086−256−2226

ホ ー ム ペ ー ジ：https://www.opief.or.jp
F a c e b o o k：https://www.facebook.com/coolopief/
X（旧Twitter）：https://twitter.com/opief_okayama
I n s t a g r a m：https://www.instagram.com/opief_okayama/

E-mail：kokusai@opief.or.jp

問 

合 

せ

イベントカレンダー

おかやまSDG’sフ
ふ
ェ
ぇ
ア
あ

　「おかやまSDG’sフ
ふ
ェ
ぇ
ア
あ

2025」に出
しゅっ

展
てん

します。ぜひ遊
あそ

び
に来

き
てください！

◦と　き 令
れい

和
わ

7年
ねん

８月
がつ

７日
にち

（木
もく

）～８月
がつ

８日
にち

（金
きん

）
◦ところ 岡

おか
山
やま

コ
こ
ン
ん

ベ
べ

ン
ん
シ
し
ョ
ょ
ン
ん

セ
せ

ン
ん
タ
た

ー
ー

◦参
さん

加
か

費
ひ

 無
む

料
りょう

 
子
こ
ども日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
タ
た
ー
ー
研
けん
修
しゅう
会
かい

　外
がい

国
こく

にル
る

ー
ー

ツ
つ

を持
も

つ小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

への日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

と技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

びます。研
けん

修
しゅう

修
しゅう

了
りょう

者
しゃ

は本
ほん

協
きょう

会
かい

の「子
こ

ど
も日

に
本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

」に登
とう

録
ろく

できます。
◦と　き 令

れい
和
わ
７年

ねん
８月

がつ
3日

にち
（日

にち
）

◦対
たい

　象
しょう

  子
こ

ども日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

登
とう

録
ろく

者
しゃ

及
およ

び新
しん

規
き

登
とう

録
ろく

希
き

望
ぼう

者
しゃ

など
◦参

さん
加
か

費
ひ

 無
む

料
りょう

　　◦定
てい

　員
いん

　80名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（7月

がつ
中
ちゅう

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）

８月
がつ

英
えい
語
ご
で話
はな
そう~Let’s�Speak�English~

　様
さま

々
ざま

な国
くに

の人
ひと

と英
えい

語
ご

で楽
たの

しく交
こう

流
りゅう

しましょう！
◦と　き 令

れい
和
わ
７年

ねん
９月

がつ
６日

にち
（土

ど
）予

よ
定
てい

◦定
てい

　員
いん

　４０名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（８月

がつ
上
じょう

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）
 
外
がい
国
こく
人
じん
のための無

む
料
りょう
法
ほう
律
りつ
相
そう
談
だん
in津

つ
山
やま

　岡
おか

山
やま

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

で月
つき

2回
かい

開
かい

催
さい

している無
む

料
りょう

法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

を、津
つ

山
やま

市
し

で出
しゅっ

張
ちょう

開
かい

催
さい

します。必
ひつ

要
よう

があれば通
つう

訳
やく

が同
どう

席
せき

します。
◦と　き 令

れい
和
わ

7年
ねん

９月
がつ

20日
にち

（土
ど

）
 １０：３０～１３：３０（各

かく
1時

じ
間
かん

、3組
くみ

）
◦対

たい
　象

しょう
  県

けん
内
ない

在
ざい

住
じゅう

外
がい

国
こく

人
じん

、日
に

本
ほん

語
ご

に不
ふ

便
べん

を感
かん

じる帰
き

国
こく

子
し

女
じょ

等
とう

（お問
と

い合
あわ

せください）
◦参

さん
加
か

費
ひ

 無
む

料
りょう

◦申
もうし

込
こ

み 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か

９月
がつ

響きあう絵画�宮城県美術館コレクション�カンディンスキー、高橋由一から具体まで
◦会期　2025年7月4日（金）～8月24日（日）
　1981年に開館した宮城県美術館は、日本の近現代美術、そして宮城と東北の美術、表現主義を中心とする海外の美
術を軸に、現在7,400点を超える作品を所蔵しており、2023年より大規模改修工事のため長期休館中です。所蔵品の
原点である高橋由一とヴァシリー・カンディンスキーをはじめ、明治から昭和戦前期までの日本の洋画家たち、グループ
「具体」などの戦後美術をリードした画家たち、ドイツ表現主義の系譜をなす画家たちなど代表的な作品を紹介します。

「響
ひび
きあう絵

かい
画
が
�宮
みや
城
ぎ
県
けん
美
び
術
じゅつ
館
かん
コ
こ
レ
れ
ク
く
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
�カ
か
ン
ん
デ
で
ィ
ぃ
ン
ん
ス
す
キ
き
ー
ー
、高
たか
橋
はし
由
ゆ
一
いち
から具

ぐ
体
たい
まで」

（県
けん
立
りつ
美
び
術
じゅつ
館
かん
開
かい
催
さい
）ペ
ぺ
ア
あ
チ
ち
ケ
け
ッ
っ
ト
と
を5名

めい
様
さま
にプ

ぷ
レ
れ
ゼ
ぜ
ン
ん
ト
と
！

　令
れい
和
わ
７年
ねん
７月
がつ
１日
にち
（火

か
）までにア

あ
ン
ん
ケ
け
ー
ー
ト
と
にご協

きょう
力
りょく
いただいた方

かた
の中
なか
から抽

ちゅう
選
せん
で5名

めい
の方
かた

に、岡
おか
山
やま
県
けん
立
りつ
美
び
術
じゅつ
館
かん
で開

かい
催
さい
される標

ひょう
記
き
展
てん
覧
らん
会
かい
「（会

かい
期
き
：令
れい
和
わ
７年
ねん
７月
がつ
４日
にち
（金

きん
）～８月

がつ
２４日

にち

（日
にち
）」のペ

ぺ
ア
あ
チ
ち
ケ
け
ッ
っ
ト
と
をお送

おく
りします。発

はっ
表
ぴょう
は発
はっ
送
そう
をもって代

か
えさせていただきます。 ▲ア

あ　ん　け　ー　と　ふ　ぉ　ー　む
ンケートフォーム

会
かい
報
ほう
誌
し
ア
あ
ン
ん
ケ
け
ー
ー
ト
と
のお願

ねが
い�今

こん
後
ご
の参
さん
考
こう
にさせていただくため、ご協

きょう
力
りょく
をお願

ねが
いします。

ヴァシリー・カンディンスキー　《「E. R. キャンベルのための壁画No. 4」の習作（カーニバル・冬）》　1914　宮城県美術館

EVENT �CALEN
DAR

※最新情報は当協会のホームページをご確認ください。

事務局長就任のお知らせ 令和７年６月１日付で、協会の事務局長に	木村�俊之が就任しました。
前任者同様、何卒よろしくお願いいたします。
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